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次号予告　　63 巻　1号 ヘッドライン　：　ガラスの創る新しい世界

　中学校で学んだ理科は高校の化学へと発展し，大学入試，さらには大学教育の基
礎へつながっていく。本ヘッドラインでは，中・高・大の間で化学教育に求められ
ることを挙げ，それぞれの立場での意見交換を行うとともに，積極的な参加型授業
実現のための支部活動の現状や中高一貫校での教育の工夫などについて紹介する。
また，中高大で学んだ化学が社会に旅立つときにどのように役立つのかを議論す
る。

ヘッドラインテーマ：化学教育における連携を考える

　九州大学箱崎キャンパスに，昭和 2年に建設された応用化学発展期の建築物で
す。鉄筋コンクリート構造の 4階建てで，タイル張り建築の早い事例です。その時
代の主張が屋根・窓などの各所に見られ，アカデミックな雰囲気の外観は多くの人
に受け入れられました。大正 12 年の工学部本館の火災を契機に，火気を避ける意
味から本館とは別棟で建設されました。昭和 5年に再建された旧工学部本館との類
似や特色がみられ，現在はその役目を終え，閉鎖されています。

表紙の言葉　九州大学工学部応用化学教室


